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荒川麻里（筑波大学） 
教師という仕事 
１．教育を考える一言 
 “Don’t bite my finger, look where I am pointing.” ― Warren Sturgis McCulloch 
２．背景 
「私の指を噛まず、私が指している方を見よ」（p.xx）。 
これは、ウォーレン・マカロック（1898-1969）の言葉である。マカロックは、論理学
者ワルター・ピッツ（Walter Harry Pitts, 1923-1969）との共著論文において、1943 年
にニューロン（神経細胞）を初めてモデル化したことで知られる。脳内の情報伝達システ
ムを数式で表すという驚くべき着想のもとに、彼らが偉業を達成し得たのは、ニューロン
の活動を「発火（興奮）しているかしていないか」、“all-or-none”（全 or 無、1 or 0）のプ
ロセスと仮定したからであった。この考え方は、デジタル・コンピュータに代表される情
報科学の進展をはじめ、今日、教育学の分野でも援用されているサイバネティクス、シス
テム論にも大きな影響を与えている。 
マサチューセッツ工科大学等で教鞭をとったマカロックは、話術に長け、受講生を引き
こむ力を持っていたそうである。ただし、「平易な結論を求める習性によって本質を見誤る
者」（p.xx）に対しては、しばしば上の言葉を語ったと言われている。 
３．考察 
この言葉から真っ先に想起したのが、アウグスティヌス（Aurelius Augustinus, 
354-430）の『教師論』である。実在した息子アデオダートゥスとの対話形式で綴られる
のは、「話す」こと、「教える」こと、またそれを行う教師の仕事についてである。 
教育は、多くの場合に「ことば」を介して行われる。この「ことば」という記号によっ
て、人は何一つ学ばないという結論は、次のように導かれる。「なぜなら、私に記号が与え
られるとしても、もし私がそれがどの事物の記号なのかを知らないとすれば、その記号は
私に何一つ教えることができないからだ。ところが、もし私がすでに知っているとすれば、
私は記号によっていったい何を学ぶことになるのだろう」（石井次郎／三上茂訳『アウグス
ティヌス教師論』明治図書出版、1981 年、p.71）。人は、「ことば」によって既知の事柄を
想起させられるか、未知の事柄の探求へと促されるかであり、いずれにせよ「ことば」に
よっては、事物そのものを「教える」ことはできない。では、人はいかにして「学ぶ」の
か…。アウグスティヌス、そしてマカロックも、この謎を探求した研究者の一人である。 
多くの人は、教師の語る「ことば」が事物または真理であり、それを「聞く」ことがあ
たかも「学ぶ」ことであると勘違いをする。そして、そのような習性をつけてしまうと、
教師が指す未知の方向へと目を向けることを忘れ（あるいは避け）、その指を噛むだけで、
本質を学ばずに終わってしまう。上の言葉は、まさにマカロックの教師論であり、大学教
員の端くれとして生きる私に、教育と研究の本質を指し示してくれた一言である。 
【出典】Warren S. McCulloch, Embodiments of Mind, Cambridge, The M.I.T. Press, 1965 
〔引用箇所は、シーモア・パパート（Seymour Papert）が著した“Introduction” より〕  
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